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論文内容の要旨
本研究の目的は種々の形状をした弾性，粘弾性，および粘塑性媒体内の周期負荷，および衝撃負荷に
よる応力波の伝播挙動を特に分散現象に注目して調べることにある。第一部では，丸棒中を伝播する
調和応力波の伝播挙動が媒体の非均質から受ける影響を調べるため，冷間引き抜き加工の丸棒を用い
た伝播実験，およびこの丸棒の非均質をモデル化した二重棒と接合棒モデルの調和波の解析を行った。
新しく工夫した振動モードの判別法を用いた実験から，不均質により種々の曲げモードが派生するこ
と，派生する曲げモードの振動の中立面の方向がモード毎に異な?でいること等を見出した。また，モ
デル解析から，非均質の程度が小さいとき，一般的に伝播挙動は均質材の場合と比べて殆んど変化しな
いが，特別な遮断周波数に近い入射波の場合には，接合棒の接合部で全反射や反射波のモード変換な
どの特異な現象が生じることを見出した。第二部では衝撃負荷により生じる弾性波(および粘弾性波)
と塑性波の伝播挙動を調べた。まず\種々の形状をした媒体における弾性波と粘弾性波の二次元波動の
解析をする特性曲線法による数値計算コードを開発し，弾性短冊平板，および丸棒の縦衝撃の解析をし
た結果，波頭近傍の応力波形はあたかも粘弾性波のように変化すること，側面での応力波形は応力急変
部において断面の平均応力波形とかなり異なること等がわかった。またこの計算コードがスリット等
の回折波の解析にも適用できることを光弾性モデル実験で確めた。次に，粘塑性材における塑性波の一
次元波動を調べるため，極軟鋼丸棒の単軸衝撃実験を行った。実験時に高速度カメラを用いることによ
り，従来行われていた最終ひずみ分布の測定のみならず，変形過程のひずみ分布を詳しく測定するこ
とができた。また，伝播挙動を解析するため，構成式として，ピンガムの剛・粘塑性式に加工硬化の
・影響を考慮した構成式を仮定した結果，変形過程のひずみ分布に関して実験結果を旨く説明できる解
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た。また，この解析を拡張し，弾粘塑性の薄肉円管における振り-引張りの組合せ衝撃の解析を行い，
組合せ前負荷がある場合には，衝撃増分にもかかわらず，初めにせんだん波の除荷波が生じること
を見い出した。
論文の審査結果の要旨
本論文は種々の形状をした固体中の周期負荷台よび衝撃負荷による応力波の挙動を，理論と
実験の両面より研究した結果をまとめたものである。著者は，周期負荷に対しでは複素波数モ
ードをもとり入れた固有関数展開法により有限長棒の解析を行い，複素波数モードのもつ物理的
意味を明らかにした。衝撃負荷に対しては，陪特性曲線に沿う差分法により，断面形状急変部にお
ける動的応力集中の現象を明らかにし，閃光光源法による光弾性実験によりこれを確めた。ま
た，大きい衝撃負荷により塑性変形が伴う現象については，毎秒 14万こまの高速カメラで撮影
し，従来行われていなかった変形中のひずみ分布を観察して，解析結果との比較を行った。こ
れらの研究成果は，固体内の応力波の挙動について工学上有益な知見を加えたものである。よ
って本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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